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学校だより 

第 １ 号 

 ４月７日、「新しい先生が楽しみ」とニコニコ顔で登校する新２年生。制服姿が落ち着かないのか、照
れた様子で登校する新中１年。朝の登校風景の一コマです。春休み中、大きなケガや事故もなく、令和５
年度がスタートすることができました。令和５年度は、児童数２１１名、生徒数９６名、幼稚園児２４名、教
職員数４６名、計３７７名でのスタートとなります。本日１０日（月）、新１年生２７名が入学、明日１１日
（火）には幼稚園児２４名が入園します。 今年度も引き続き、よろしくお願いいたします。 
 今年度は、本校の校訓「創造」「挑戦」「協調」の中から「協調」を中核に据えて、生徒会とともに学校
づくりに努めていきます。本校の校訓「協調」には、学園設立時に保護者、地域、教職員、行政が話し合
い「自分、友人、家族、地域の良さを見つけ、思いやりと感謝の心を持ち、和と協働で繋がれる人材に育
ってほしい」との願いが込められています。多様性の尊重が強く求められている現在、私達の学校生活
においても、安心して、思いや考えを口にできる場、雰囲気を作るとともに言葉にならない思いにきちん
と耳を傾けることのできる関係づくりが大切です。どうすれば、心安らぐ学校、学習やスポーツ、文化に打
ち込める学級を創り出すことができるか、児童生徒のみなさんと一緒に考えていきたいですね。 
 また４月から、学校生活におけるマスク着用についての方針が変わります。学校生活においては、マス
クの着用は、本人、ご家族の意志によるものとなります。学校から基本、国の方針に変化が無い限り、マ
スクの着用について協力を求めることはありません。マスクを着けている、着けていないということで、そ
の人を批判したり、差別や偏見を持ったりしないよう、ご家庭においてもお子様とお話する機会をお持ち
いただけますよう、お願い申し上げます。 

中学生になりました。 制服姿も素敵です！！ 
 

○学校だより「百折不撓」について 

「百折不撓」（ひゃくせつふとう）とは、「何度失敗しても、あきらめず挑戦し続ける」という意味です。小学部のみなさ

んには、少しむずかしいことばでが、簡単にいえば、「挑戦」「チャレンジ」ということです。 

令和５年度スタート！        ～新任式・始業式～ 

 ３８名が中学部に進級しました。はじめて袖を通した制服も、とても素敵です。慣れないネクタイに男子
は苦戦していましたが・・・・みんな上手にネクタイを結んでいました。 
 小中一貫校では、中学部への入学式がないため、制服姿のお披露目を兼ねて１０日の入学式に、新
入生と一緒に新中１が入場します。その様子は後日お伝えしたいと考えております。 


